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ABSTRAK 

 

M. RAIHAN ALZAKY. 2026. Analisis Tindak Tutur Memerintah dalam Film 

Stand by Me Doraemon: Kajian Pragmatik. Skripsi. Jakarta: Program Studi 

Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mendeskripsikan bentuk kebahasaan dan strategi 

penyampaian tindak tutur memerintah dalam film Stand by Me Doraemon melalui 

kajian pragmatik. Penelitian ini menggunakan metode deskriptif kualitatif. Data 

penelitian berupa 39 tindak tutur yang memiliki daya ilokusi memerintah. Data 

dikumpulkan melalui teknik simak dan catat dengan memperhatikan bentuk 

kebahasaan, penutur, lawan tutur, konteks situasi, hubungan antartokoh, serta 

maksud yang disampaikan dalam komunikasi. Analisis dilakukan berdasarkan teori 

Austin untuk mengidentifikasi daya ilokusi memerintah, teori Namatame 

(1996:102-124) untuk mendeskripsikan bentuk kebahasaan tindak tutur 

memerintah, serta teori Searle (1979) untuk mendeskripsikan strategi penyampaian 

tindak tutur langsung dan tidak langsung. Hasil penelitian menunjukkan bahwa 

tindak tutur memerintah dalam film Stand by Me Doraemon diwujudkan melalui 

lima bentuk kebahasaan, yaitu bentuk imperatif verba atau 命令形 (meireikei), ～

なさい (-nasai), ～て (-te), ～てごらん (-te goran), dan ～てください (-te 

kudasai). Bentuk ～て (-te) merupakan bentuk yang paling dominan dengan jumlah 

16 data atau 41,0%, diikuti 命令形 (meireikei) sebanyak 

9 data atau 23,1%, dan ～なさい (-nasai) sebanyak 6 data atau 15,4%. 

Berdasarkan strategi penyampaiannya, ditemukan strategi langsung sebanyak 35 
data atau 89,7% dan strategi tidak langsung sebanyak 4 data atau 10,3%. Dominasi 
strategi langsung dipengaruhi oleh hubungan antartokoh yang dekat serta situasi 

komunikasi yang bersifat informal. Hasil penelitian menunjukkan bahwa 
penggunaan tindak tutur memerintah dalam bahasa Jepang dipengaruhi oleh bentuk 
kebahasaan, konteks pragmatik, hubungan sosial, dan tujuan komunikasi penutur. 

 

Kata kunci: tindak tutur memerintah; pragmatik; bahasa Jepang; strategi langsung; 

strategi tidak langsung; Stand by Me Doraemon 
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ABSTRACT 

 

M. RAIHAN ALZAKY. 2026. An Analysis of Command Utterances in the Film 

Stand by Me Doraemon: A Pragmatic Study. Undergraduate Thesis. Jakarta: 

Japanese Language Education Study Program, Faculty of Languages and Arts, 

Universitas Negeri Jakarta. 

 

This study aims to describe the linguistic forms and delivery strategies of directive 
speech acts in the film Stand by Me Doraemon through a pragmatic approach. This 
study employed a descriptive qualitative method. The research data consisted of 39 

utterances containing illocutionary force of commands. The data were collected 
through observation and note-taking techniques by considering linguistic forms, 
speakers, hearers, situational contexts, relationships between characters, and the 

intended meanings conveyed in communication. The analysis was conducted based 
on Austin’s theory to identify the illocutionary force of commands, Namatame’s 
theory (1996:102–124) to describe the linguistic forms of directive speech acts, and 
Searle’s theory (1979) to describe direct and indirect speech act strategies. The 

results showed that directive speech acts in the film Stand by Me Doraemon were 

realized through five linguistic forms, namely imperative verbs or 命令形 

(meireikei), ～なさい (-nasai), ～て (-te), ～てごらん (-te goran), and ～てく

ださい(-te kudasai). The ～て (-te) form was the most dominant form, with 16 data 

or 41.0%, followed by 命令形 (meireikei) with 9 data or 23.1%, and ～なさい (-

nasai) with 6 data or 15.4%. Based on the delivery strategies, 35 data or 89.7% 
were categorized as direct strategies, while 4 data or 10.3% were categorized as 

indirect strategies. The dominance of direct strategies was influenced by the close 
relationships between characters and the informal communication situations. The 
results indicate that the use of directive speech acts in Japanese is influenced not 
only by linguistic forms but also by pragmatic contexts, social relationships, and 

the speaker’s communicative purposes. 

 

Keywords: directive speech acts; pragmatics; Japanese language; direct strategy; 

indirect strategy; Stand by Me Doraemon 
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要旨 

M. RAIHAN ALZAKY. 2026. 映画『STAND BY ME ドラえもん』における命令発話の分

析—語用論的研究—。卒業論文。ジャカルタ：ジャカルタ国立大学言語芸術学部日本語

教育学科。 

本研究は、語用論の観点から、映画『STAND BY ME ドラえもん』における命令発話の

言語形式および伝達戦略を明らかにすることを目的とする。本研究では、記述的質的方

法を用いた。研究データは、命令の発話内行為を持つ39例の発話である。データ収集は 

、発話の言語形式、話し手、聞き手、発話状況、登場人物間の関係、そしてコミュニケ

ーションにおける意図に注目しながら、観察・記録法によって行った。分析には、命令

の発話内行為を明らかにするためにAustinの発話行為論、命令発話の言語形式を分析す

るためにNamatame（1996:102-124）の分類、さらに直接的発話行為と間接的発話行為の

伝達戦略を分析するためにSearle（1979）の理論を用いた。分析の結果、映画『STAND 

BY ME ドラえもん』における命令発話は、命令形（meireikei）、～なさい、～て、～て

ごらん、～てくださいの5種類の言語形式によって表現されていることが明らかになっ

た。その中で最も多く使用された形式は「～て」であり、16例（41.0％）確認された。

次いで、命令形（meireikei）が9例（23.1％）、～なさいが6例（15.4％）であった。また 

、伝達戦略については、直接的戦略が35例（89.7％）、間接的戦略が4例（10.3％）確認

された。直接的戦略が多く使用された要因として、登場人物間の親密な関係や、日常的

で非公式なコミュニケーション場面が多いことが挙げられる。本研究の結果から、日本

語における命令発話の使用は、言語形式だけではなく、語用論的文脈、社会的関係、そ

して話し手のコミュニケーション目的によって影響を受けることが明らかになった。 

キーワード：命令発話；語用論；日本語；直接的戦略；間接的戦略；STAND BY ME ド

ラえもん。 
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映画『STAND BY ME ドラえもん』における命令的発話の分析：

語用論的考察 ジャカルタ国立大 

M. Raihan Alzaky 

raihanalzaqi@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

言語は情報を伝達するだけではなく、相手に特定の行為を求めたり、行

動を促したりする機能を持つ。語用論では、発話の意味は言語形式だけで

決定されるものではなく、話し手と聞き手の関係、発話状況、目的などの

文脈を考慮して理解される。 

Austin（1962）は、発話によって行われる行為を発話行為、発話内行為、

発話媒介行為の三つに分類した。本研究では、その中でも話し手が聞き手

に特定の行為を求める発話内行為、特に命令の機能を持つ発話に注目す 

る。 

日本語の命令発話は、命令形のような直接的な形式だけではなく、～ 

て、～なさい、～てください、～てごらんなど、さまざまな言語形式によ

って表現される。また、形式だけでは命令の意図が明確でない場合でも、

発話状況や人物関係によって命令として理解されることがある。そのた

め、命令発話を分析する際には、使用される言語形式だけではなく、発話

の意図や文脈を考慮する必要がある。 

映画『STAND BY ME ドラえもん』には、家族関係、友人関係、対立場

面、緊迫した状況など、多様な会話場面が描かれている。そのため、本作

品は日本語における命令発話の形式と伝達方法を分析するための適切な資

料である。 

先行研究では、指示表現やポライトネスに関する研究が多く行われてい

る。Machawan・Rukmi（2023）はアニメ『ドラえもん』における指示表現

と丁寧表現を分析し、Setya（2022）は映画『Stand by Me Doraemon 2』に

おけるポライトネスを分析した。また、Widyati・Septiana（2025）はアニ

メにおける指示表現を人物関係から分析している。しかし、これらの研究

では指示表現全体や丁寧さに焦点が置かれており、命令という特定の発話

意図について、言語形式と伝達戦略を関連付けた研究は十分ではない。 

本研究では、映画『STAND BY ME ドラえもん』における命令発話を対

象とし、Namatame（1996:102-124）の分類に基づいて言語形式を分析する

とともに、Searle（1979）の直接的発話行為と間接的発話行為の概念を用

いて伝達戦略を明らかにする。本研究を通して、日本語の命令発話がどの 
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ような形式で表現され、どのような文脈によって理解されるのかを考察す

ることを目的とする。 

B. 研究目的 

本研究の目的は、映画 STAND BY ME ドラえもんにおける命令発話の言

語形式と伝達戦略を明らかにすることである。 

具体的には、Austin（1962）の発話行為論に基づいて命令の発話内行為

を特定し、Namatame (1996:102-124) の分類を用いて日本語の命令発話

における言語形式を分析する。また、Searle（1979）の直接的発話行為

と間接的発話行為の理論を用いて、命令発話における伝達戦略を明らか

にする。 

C. 研究方法 

本研究では、記述的質的研究法を用いた。研究データは、映画 STAND BY 

ME ドラえもんの台詞から抽出した39例の命令発話である。 

データ収集には視聴法と記録法を用い、日本語の発話内容、話し手、聞き

手、発話時間、場面状況、登場人物間の関係、および話し手が求める行為

を記録した。分析では、Austin（1962）の発話内行為の概念を用いて命令

の意図を判断した。 

また、命令発話の言語形式については Namatame (1996:102-124) の分類を

用い、伝達戦略についてはSearle（1979）の直接的発話行為と間接的発話

行為の理論を用いて分析した。 

 

 
D. 研究結果 

 

分析の結果、映画『STAND BY ME ドラえもん』から39例の命令発話が確

認された。命令発話の言語形式については、Namatame（1996:102-124）の

分類に基づき、命令形（meireikei）、～なさい、～て、～てごらん、～て

くださいの5種類が確認された。その中で最も多く使用された形式は「～て 

」であり、16例（41.0％）であった。次に命令形（meireikei）が9例（23.1 

％）、～なさいが6例（15.4％）であった。また、～てごらんは3例（7.7％ 

）、～てくださいは1例（2.6％）確認された。 

「～て」は、日常会話や親しい関係において多く使用される形式であり、

比較的柔らかい表現でありながら、文脈によって相手に特定の行動を求め

る命令として機能していた。一方、命令形（meireikei）は、対立場面や緊

急性の高い場面など、話し手が相手に強く行動を要求する状況で使用され

ていた。また、～なさいは、主に親子関係などの上下関係が存在する場面

で用いられ、相手に行動を促す表現として機能していた。 
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また、伝達戦略について分析した結果、直接的戦略が35例（89.7％）、間

接的戦略が4例（10.3％）確認された。直接的戦略では、命令の意図が命令

形や特定の言語形式によって明確に表現されていた。一方、間接的戦略で

は、宣言文、疑問文、省略表現などの形式を用い、発話の文脈や登場人物

間の共有知識を通して命令の意図が理解されていた。 

 

 
E. 結論 

本研究の結果、映画『STAND BY ME ドラえもん』における命令発話

は、単一の形式ではなく、5種類の異なる言語形式によって表現されてい

ることが明らかになった。言語形式については、～てが16例、命令形 

（meireikei）が9例、～なさいが6例、～てごらんが3例、～てくださいが1

例確認され、特に～てが最も多く使用されていた。 

また、伝達戦略では直接的戦略が35例、間接的戦略が4例であり、直接

的戦略が大部分を占めていた。これは、映画内の会話の多くが家族や友人

など親しい関係の中で行われ、日常的で非公式な状況が多いためであると

考えられる。そのため、登場人物は相手に行動を明確に伝えるため、直接

的な命令表現を多く使用していた。 

さらに、命令発話を理解するためには、文法形式だけではなく、話し手

と聞き手の関係、発話目的、場面状況などの文脈を考慮する必要があるこ

とが確認された。したがって、日本語の命令発話の分析では、言語形式、

発話意図、そして語用論的文脈を総合的に考察することが重要である。 


